
推進会議

ポスターやガイドブ
ックを手に「諏訪湖
の日」関連企画への

参加を呼び掛ける諏

訪湖創生ビジョン推

進会議の事務局

回回諏訪湖の日フォ

憲
で
学
べ
る
「
諏
訪
湖
の
日
」

耶
髭
鮎
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
布
へ

官
民
で
つ
く
る
諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
は
、
1
0
月
1
日
の
「
諏
訪
湖
の
日
」
に
開

く
「
諏
訪
湖
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
概
要
と
、
9
～
1
0
月
に
行
わ
れ
る
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

載
せ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
表
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
諏
訪
市
内
の
会
場
と
ラ
イ
ブ
配
信
で
行

い
、
次
世
代
の
関
心
を
醸
成
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
家
族
で
諏
訪
湖
を
楽
し
く
学
べ
る
内
容

に
ん
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
2
万
部
発
行
し
、
諏
訪
6
市
町
村
の
小
学
4
年
～
高
校
生
の
児
童

生
徒
全
員
に
配
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鮎
沢
健
吾
）

ー
ラ
ム
申
し
込
み

の
Q
R
コ
ー
ド

諏
訪
湖
に
感
謝
し
、
恵
み
を
守

り
生
か
す
日
と
し
て
2
0
1
9
年

に
制
定
し
た
。
同
年
は
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
翌
年
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
休
止
し
、
2
1
、
2
2
年
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い
た
。

今
年
は
「
諏
訪
湖
を
楽
し
く
学

ぼ
う
⊥
を
テ
ー
マ
に
、
1
0
月
l

日
午
後
1
時
か
ら
諏
訪
市
の
ホ
テ

ル
紅
や
で
開
く
。
2
3
歳
の
化
学
者

兼
発
明
家
で
炭
素
回
収
技
術
研
究

機
構
の
機
構
長
、
村
木
風
海
さ
ん

が
基
調
講
演
。
「
き
ら
き
ら
管
理

栄
養
士
」
と
し
て
活
躍
す
る
、
と

う
い
ん
く
る
星
美
さ
ん
が
諏
訪
湖

の
話
に
「
食
」
を
絡
め
た
サ
イ
エ

ン
ス
シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ
る
。
定

員
3
0
0
人
（
無
料
）
で
、
申
し

込
み
受
け
付
け
を
始
め
た
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
A
4
判
フ
ル

カ
ラ
ー
1
2
琴
。
湖
周
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

や
湖
畔
清
掃
、
諏
訪
湖
の
日
を
記

念
し
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な

ど
、
地
域
の
企
業
や
団
体
が
制
定

趣
旨
に
沿
っ
て
9
～
1
0
月
に
行
う

計
3
6
の
「
諏
訪
湖
の
日
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
発
信
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

5
類
移
行
に
伴
い
、
一
般
参
加
で

き
る
企
画
が
増
え
た
。

1
7
年
ま
で
2
3
年
連
続
で
冬
の
諏

訪
湖
に
飛
来
し
た
オ
オ
ワ
シ
「
グ

ル
」
の
物
語
や
、
釜
口
水
門
に
あ

る
「
舟
通
し
門
」
な
ど
の
豆
知
識

も
紹
介
す
る
。
今
後
、
市
役
所
や

役
場
で
も
配
布
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い

る。 の
未
来
を
撃
つ
皆
さ
ん
に
多
く

局
企
漂
興
課
は
「
今
年
の
覇

訪
湖
の
屋
替
曜
日
。
子
ど
も

芸
者
、
学
。
地
域
や
若
潮

に
は
追
加
の
企
画
を
順
次
掲
載
す

る
。
事
務
局
の
県
諏
者
達
輿

ーJ／


